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あらましあらましあらましあらまし  我々はウェブマイニングツールを使ったジェンダーコミュニティの分析研究を通して，ウェブマイニングはアン

ケート調査，インタビュー調査，あるいは実地調査といった従来の研究方法論とは一線を画した，社会科学の全く新しい研究方

法論になるのではないかという知見を得ている．本研究は，その知見をさらに確実なものとするために，社会科学の研究推進に

役立つと考えられる「統合型ウェブマイニング環境」を構築し，それを実際に社会科学の研究者が使用して，その分野の新しい

研究方法論になりうることを実証する．本稿では，そのための根幹となる Comparator と称する機能を述べると共に，その機能

の実装の現状を報告する．Comparator に社会科学者が注目する検索キーワードを予め登録しておくと，Google，Google 提携検索

サイト，Yahoo!Japan, MSN などさまざまな検索サイトの SERP（検索エンジン結果ページ）を定期的に収集すると共に，収集

されたデータはリレーショナルデータベース化されて， GUI に基づくユーザに優しいインタフェースをとおして社会科学者の

強力な研究手段となる． 
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Abstract  Through our past research works, we have findings that web mining could be a new research methodology in social science 

which is totally different from the traditional methodologies such as interview, questionnaire survey, field work.  In order to make our 

findings definite we have been developing a research support system named “Comparator” which is based on web search engine technologies.  

This paper describes a current status of a design and implementation of Comparator.  Comparator collects a variety of SERPs (search 

engine result pages) depending on different search engines such as Google, Google’s partners, Yahoo!Japan, MSN periodically 

according to a set of keywords specified by a social science researcher, and show them through a user friendly GUI. 
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1. はじめにはじめにはじめにはじめに  

現在，ウェブ（World Wide Web）は数十億のウェブ
ページからなる巨大なサイバースペースをなしている．
そこには様々な主体が情報を発信し実世界での出来事
や営為が写し込まれている．ウェブ 2.0 が提唱される
などして，ウェブが有する潜在的可能性がますます顕
在化されつつあるなか，我々は，ウェブコミュニティ
の分析研究 [1～5]を通してウェブマイニングが社会科
学の新しい研究方法論になりうる可能性を明らかにし
てきた．つまり，社会科学ではこれまで，アンケート
調査，インタビュー調査，あるいは実地調査が主たる
研究方法であったが，これからはウェブマイニングが
それらに代わりうる有望な研究方法論になりうるので
はないか，という知見である．また，その研究過程で，
検索サイト Google の SERP（ search engine result page，
検索エンジン結果ページ）には，その表示順位に
Google が公表している順位付けストラテジでは解明
しがたい不可解さがあることを発見して，検索サイト
の信用性（ trustworthiness）に関する研究 [9～11]も展開
してきた．   

この一連の研究で，我々が次に行わなければならな
いとは「ウェブマイニングはウェブマイニングはウェブマイニングはウェブマイニングは社会科学社会科学社会科学社会科学のののの新新新新しいしいしいしい研究方研究方研究方研究方
法論法論法論法論」という，これまでの研究を通して得た発見を確
たるものとすることである．我々は，このような研究
を進めるには，単にデータベースエンジニアがウェブ
マイニングツールを構築して何かを検証しようとして
も，ドメイン知識の欠落ゆえに，その真価を問えない
ことによりそれ以上研究が進捗しないことを認知し，
ドメイン知識を豊富に有する者を研究チームの主要メ
ンバーとして擁してそれを行ってきた．この結果，ウ
ェブマイニングの分析結果や SERP の信頼性を的確に
判断することが可能となり研究が進展する一方，そこ
で得られた知見をエンジニアにフィードバックするこ
とにより，真に有用な工学的進展が達成されることを
見てきた．  

さて，ウェブマイニングが社会科学の新しい研究方
法論になる，との命題を実証するには少なくとも 2 つ
のツールを整備し，かつそれらを統合利用できる環境
を構築しておくことが必要である．一つは，ウェブコ
ミュニティを自在に分析できるツールの使用，もう一
つは（コミュニティを構成する）ウェブサイトあるい
はウェブページのさまざまな属性を自在に検証するこ
とのできるツールの使用，そしてそれらの統合使用環
境の構築である．本稿では，そのために構築する「統統統統
合型合型合型合型ウェブマイニングウェブマイニングウェブマイニングウェブマイニング環境環境環境環境」の概要，機能，そして実
装について述べる．  

 

2. 統合型統合型統合型統合型ウェブマイニングウェブマイニングウェブマイニングウェブマイニング環境環境環境環境  

ウェブマイニングが社会科学の新しい研究方法論
になりうることを実証するために，図図図図 1 に示す｢統合
型ウェブマイニング環境｣を開発し，それを試用してジ
ェンダードメイン知識を豊富に有する研究者がウェブ
マイニングを徹底的に行うことにより，この知見の正
当性を検証しようとする．  

 

図 1 統合型ウェブマイニング環境の概念  

 

2.1. Companion- 

ウェブページ同士のリンク関係からウェブコミュ
ニティを抽出し ,コミュニティ同士の関係をグラフに
よって可視化し ,更に ,コミュニティの時系列における
変遷の閲覧が可能であり ,そのように多角的な検索結
果を提供するシステムとして Companion-がある [6～8]．
Companion-は豊田らにより開発され，我々もジェンダ
ーコミュニティを詳細に分析した研究 [1～5]を遂行す
るにあたり Companion-を使用し，このようなウェブマ
イニングツールが，社会現象の解明に大変役に立つこ
とを，初めて明らかにした．その意味で，ウェブマイ
ニングが社会科学の新しい研究方法論になるというこ
とを実証するに当たっては，必須の機能である．  

2.2. Comparator 

本研究では検索エンジンを用いて調査や分析を行
う社会科学を対象に，特定の検索エンジンの検索結果
表示順位だけでなく，多角的な視野からの検索結果を
提供するシステムを考案し実装する．具体的には，調
査したいキーワードに対し，複数の検索エンジンを用
いて検索結果を取得し，それらの順位，ページランク，
バックリンク数を共に比較し，また検索結果表示順位
の遷移を時系列に沿って表示する機能を提供する．そ
れが Comparator である．その発想の原点は，我々が
Google の信用性の研究を展開したときに作成した，
Google を含むさまざまな検索エンジンによる SERP を
「一覧表」として集約することで，社会現象をつぶさ
に分析することができた事実に基づく．本稿では，こ
の Comparator をどのように設計し，構築しているかを
述べる．  

 

3. Comparator のののの開発開発開発開発  

3.1.Comparator のののの概念概念概念概念  
近年，検索エンジンのランキングにおいて，純粋な



 

 

コンピュータ科学の理論に基づいたアルゴリズムであ
る PageRankTM が反映されていないような事例が著名
な検索エンジンである Google において多々見受けら
れる．そのような傾向を踏まえ，我々は，複数の検索
エンジンの SERP の表示順位 ,バックリンク数の比較一
覧表，これが Comparator の発想の原点，を作成した．
図 2 に検索キーワード「ジェンダーフリー」を入力し
たときの上記比較一覧表の一部抜粋を示す．例えば，
Google では , PageRankTM を順位付けで重視していると
しているが，バックリンク数が 2 件であるにも関わら
ず検索結果が 1 位になる，一方、バックリンク数が 142
件あるにも関わらず検索結果が 4 位であるといった現
象，Yahoo では 203 位のサイトが Google では 3 位であ
るといった現象，検索エンジン excite, Infoseek, goo は
Google の提携下にあるが ,Google とは検索結果が一致
しないものの ,これら 3 つの検索エンジンにおける検
索順位には一致が見受けられること，などを一目で見
て取ることができる．この結果，  Google の検索結果
順位のみに惑わされないで，偏らない検索結果の提供
とそれに基づく総合的な分析が可能となる．  

 

図 2 検索結果表示一覧表 [9]の一部  
 

3.2. Comparator のののの機能機能機能機能  

Comparator が社会科学の新しい研究方法論となりう
るためには，Comparator が提供するデータを社会科学
の専門家が検証したときに，新しい発見につながるよ
うな事項を整理して提示することが必要である．その
ための機能を検証する．  
(1) アーカイビング機能  

下記，(2)および (3)の機能を実現する基礎として，社
会科学者が注目する一般には複数の検索キーワードに
対して，Google，Google 提携先検索サイト，Yahoo!Japan，
MSN などの検索結果表示順位上位 200 位を決められた
時間間隔，たとえば 1 週間間隔，で収集して定期的に
アーカイブする．アーカイビングにあたっては，その
後の利用を考えて収集したデータをリレーショナル
DBMS に格納する．より具体的には，現在，ジェンダ
ー研究の専門家からそのアーカイブをとるように指示

されている検索キーワードは次のとおりである：ジェ
ンダー，ジェンダーフリー，男女共同参画，フェミニ
ズム，セクシュアルマイノリティー，セクシャルハラ
スメント，夫婦別姓，児童虐待，ニート・フリーター，
美容整形．また、ウオッチする検索エンジンは次の 5
社：  Google, Yahoo! Japan, MSN, goo, excite．  
(2) 定点観測結果表示機能  

検索エンジンと検索キーワードを指定して，その検
索結果表示順位の通時的変化を表示する機能．この際，
デフォールトは観測開始日における Google の検索結
果表示順位を基準にそれ以降の順位が表示される．も
し，社会科学者がある時点に注目をしてそこでの
Google の SERP の表示順位を機軸にその前後の順位を
表示させたい場合にはそのように指定すればそれが表
示される．更に，順位の変動を色付けして研究者に見
やすくするために，可視化技術を使う．  
(3) アラート・トリガ機能  

ある検索キーワードに関するある検索エンジンの
検索結果表示順位を通時的にウォッチしていき，順位
の変動がある閾値以上になったときに，それを研究者
に通知するアラート機能．更には，科学者が条件を指
定して，その条件を満たすような順位の変動が発生し
たときに，通知されるトリガ機能．  

3.3. Comparator のののの基本機能基本機能基本機能基本機能とデータベースとデータベースとデータベースとデータベース  

前節で述べた機能を実現するために，Comparator は
2 つにモジュールからなる．  

･SERP 収集部  
･問合せ処理部  

図 3 に Comparator の構成とモジュール間の処理の流
れを示す．Comparator の実装開発言語は perl，DBMS
は  MySQL を用いる．  

 

図 3 Comparator の構成とモジュール間の処理の流
れ  

 
(1)SERP 収集部  
検索結果収集プログラムを週に一回 unix の cron コ



 

 

マンドを使用し実行する．このプログラムは前述の 5
検索エンジンにおける 10 種程度の指定された検索キ
ーワードの検索上位 200 位をウェブページの形で保存
する．次に ,収集したウェブページを読み込み ,ランキ
ング上位 200 位の , URL,タイトル，ページ内容要約を
抽出して，データベースへ格納する．SERP 収集の対
象世界を表す実体―関連モデルを図 4 に示す．なお ,id
が外部キーとなる．  

 

図 4  SERP 収集の世界を表す実体―関連モデル  
 
URL はドメイン部とファイルのディレクトリパス

部の 2 つに分割する．なぜなら，同一ホームページが
幾度となく Comparator 収集部において収集されるか
らである．よって，抽出にあたり，解析した Yahoo!Japan
の HTML ファイルの一部を図 5 に示す．Yschttl クラス
のアンカータグに囲まれたテキストはタイトル部分と
なっている．Yschabstr クラスの div クラスタグに囲ま
れたテキストは，ページ要旨になっている．Sinf クラ
スの div クラスに囲まれたテキストはページ URL にな
っており，更に<wbr>タグによってドメイン部とファ
イルのディレクトリパス部に分割されている．他の検
索エンジンにおいても同様にパターンの解析をし，そ
れらを抽出するプログラムを実装する．  

 
図 5  Yahoo!Japan の HTML ファイルの一部  

 
抽出されたデータは，テーブル rankings，テーブル

urls，テーブル keywords の 3 テーブルに格納される．
テーブル名 rankings には，id， url1（URL のドメイン
部），url2（URL のディレクトリパス部）， title（サイ

ト名），abst（要約内容）が格納される．テーブル名 urls
には ,id, snap（データ取得時間）， rank（順位）, engine
（検索エンジンの種類） , url_id（テーブル urls の id）
が格納される．テーブル名 keywords には，id，keyword
（検索対象のキーワード）が格納される．図 6 に設計
した SERP アーカイブを示す．  

 
 

 

 

図 6  SERP アーカイブ  
 

(2)問い合わせ処理部  
このようにして構築された SERP アーカイブに問合

わせを行うことで，社会科学者が望む検索結果表示順
位のさまざまな比較表を生成することができる．たと
えば，典型的に次のような問合せを考えることができ
る．  

 
[Q1] 2007 年 10 月 20 日時点の Google の上位 10 件

の url， id，順位，要約を問い合わせる SQL は以下の
通りである．  

 
SELECT  title, url1, url2, rank, abst 
FROM urls, rankings 
WHERE snap = ‘2007/10/20’ 
AND engine = ‘Google’ 
AND rank BETWEEN 1 AND 10 
AND urls.id= rankings.url_id 
ORDER BY  rank  

 
[Q2] これらの結果に対して別のエンジンでは何位

になるのかを求めるための SQL を作成する．例えば，
google の 1 位から 10 位の順位は Yahoo ではどのよう
になっているかという対応関係を問い合わせる SQL
は以下の通りである．  



 

 

SELECT  r1.rank,r2.rank, r1.url_id 
FROM    ranking r1, ranking r2 
WHERE  r1.snap = ‘2007/10/20’ 
AND     r1.snap = r2.snap 
AND     r1.engine =‘Google’ 
AND     r2.engine =‘Yahoo! Japan’ 
AND     r1.rank between 1 and 10 
AND     r1.url_id = r2.url_id 
ORDER BY r1.rank; 

 
[Q3] 2007/10/20 の Google 上位 10 件が 2007/9/10 に

何位かを示す SQL は以下の通りである．  
 

SELECT    r1.rank, r2.rank, r1.url_id 
FROM      rankings r1, rankings r2 
WHERE    r1.url_id = r2.url_id 
AND       r1.snap = ‘2007/10/20’ 
AND       r2.snap = ‘2007/9/10’ 
AND       r1.engine = ‘Google’ 
AND       r2.engine = r1.engine 
AND       r1.rank between 1 and 10; 
ORDER BY   r1.rank; 

 

4. Comparator のののの実装実装実装実装とととと GUI 

3.3 節で述べたように，社会科学の研究者はさまざ
まな問合せを発行してくることが考えられる．しかし，
そのような者に SQL を使って検索をしなさいといっ
ても大そうな仕事である．また，もし SQL を使えたと
しても，問合せの結果はまたリレーション (＝表 )なの
で，視認性に優れているとはいえず，SQL が研究者に
とって優しいユーザインタフェースになっているとは
いいがたい．そこで，ウェブマイニングが社会科学の
新しい研究方法論になるという命題を実証することを
より強力に推進するために，さまざまな条件で SERP
アーカイブを検索した結果を，図 2 で示した「一覧表」
のように提示し，加えて順位基軸の指定や順位変動を
色付けにより表示する可視化機能などをくわえて、社
会科学の研究者を発想・分析を支援する機能をそこに
埋め込むことを考えた．  

図 7 に，2007/11/18 を基点とした Google での「夫婦
別姓」の検索順位がどのような推移を示したかを表示
する GUI を示す．検索エンジンの選択コマンドには 5
検索エンジンのプルダウンメニュー，キーワードの選
択コマンドには 10 種のキーワードのプルダウンメニ
ューがあり，各々を指定して組み合わせた検索結果を
得ることができる．また，図 7 では 2007/11/18 を基点
とした表示結果を基軸として左右に展開している．そ
して，別の日付をクリックして指定することにより，

その日付で得た順位が基軸として再読み込するような
機能を盛り込んだインタフェースである．表示結果は，
基点日での上位 50 位の閲覧が可能である．基点日時よ
りも順位が高くなると赤く，低くなると青くなるよう
にし ,その順位差に濃淡を付けている．よって，徐々に
上がっているもの，徐々に下がっているもの，急激に
順位が上下しているものなどの判別が容易になる．

 
図 7 Google における検索キーワード「夫婦別姓」に
関する SERP 順位の比較一覧  

 
濃淡設計の際に用いた R,G,B の基準について，図 8

に示す．赤の濃淡に関し， (R,G,B) = (255,x,x)と変数を
設定し，青の濃淡に関し， (R,G,B) = (x,x,255)と変数を
設定した．これにより赤・青、共に基準順位と表示順
位との差によって，濃淡が定まることになる．  

順位差が 1 以上存在する場合に色の濃淡を反映させ
たいがため，順位差が 1 以上存在する場合は，グラフ
の軌跡をたどることになる．但し，順位差が 0 である
場合は，一律に x = 0 となり，白色となる．  

また，基準順位と表示順位との差が 50 以上では濃
淡を用いる必要がないため，最も濃い色彩での青・赤
で統一した．  

 

図 8 インタフェースの濃淡設計  
 
この機能は視認性に優れており，社会科学の研究者

にとって優しいユーザインタフェースであると同時に，
強力な分析ツールとなる．なぜなら，順位の入れ替わ



 

 

りに際しては社会科学的に大変興味深い事象が関連し
ていることが多いからである．  

 

5．．．．まとめとまとめとまとめとまとめと今後今後今後今後のののの課題課題課題課題  

検索エンジン技術を用いた社会科学の多角的な調
査を支援し、新たな発見を支援するシステムを開発す
ることで，ウェブマイニングが社会科学の新しい研究
方法論になることを実証する目的で，ウェブ空間を巨
視的かつ微視的に分析できるシステムの開発実現のた
めの Comparator の構築を述べた．これは，本研究の目
的である統合型ウェブマイニング環境実現のための基
本機能である．  
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